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注. これらの輝線はビデオスペクトルで十分に分離される多重線を含む。多重線の本
数はMoore (1945)による。

観測されたスペクトルは、通常、連続スペクトル、加熱された大気からの
輝線（具体的には、酸素と窒素の輝線と窒素分子のバンド）、および流星
体の蒸発した物質に起因する放射から構成されます。

表2. 3800-8700Åにおいて流星スペクトルに寄与する輝線。 
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表2. 3800-8700Åにおいて流星スペクトルに寄与する輝線。 
・ 1番目の輝線のグループは低温	

(≈4500 K)	 スペクトルグループの一
部。

・ 2番目の輝線のグループは高温	
(≈10,000 K) スペクトルグループ。通
常、明るい高速流星で見られる。



観測されたスペクトルは、通常、連続スペクトル、加熱された大気からの
輝線（具体的には、酸素と窒素の輝線と窒素分子のバンド）、および流星
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表2. 3800-8700Åにおいて流星スペクトルに寄与する輝線。 
・他の輝線をなすグループは流星
体の直後で光り、流星軌跡中に
突出する。
　　これらの輝線は、ほんの一瞬
しか持続せず、低エネルギー励
起の相互結合の起源であり、熱
モデルでフィットできない。衝
突緩和率が低い場合、流星の衝
突前面でも見られる。→後半で
紹介。
	・流星スペクトルの重要な部分は
大気起源	(OとN, ≈10,000 K)	の
輝線とバンドです。
・	最後のグループはたった1本の
輝線で5577Åの緑の酸素禁制線で
す。この輝線は流星本体が消滅
してから1秒近く継続し、短痕を
形成します。この輝線は高速流
星でよく見られます。



・ビデオ分光では4本の流星輝線：マ
グネシウム（Mg I）、ナトリウム
（Na I）、鉄（Fe I）、およびカルシ
ウム（Ca I）が、確認できる。
　　しかし、我々のインテンシファイ
アが青側の感度が低いためにカルシ
ウムは明るい流星しか十分な強度を
得られない。
　　Cr I	(クロム)の輝線はFe Iと混ざ
り、計測不能。
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�1.5*#����������'�5!: 120-86km�
5!110km���(&	��[O] ()�/, 557nm,.)�
5!105km2��Fe, Fe+ (368-546nm, ���), Ca  (423nm,4
,) 
Ca+ (394, 397nm, , ) +�"��
5!95Km2��Na (589nm, $)
N2 (610-670nm, 1)?�"��

�10-20*����������'�5!: 86-110km�
Mg (383nm: , , 457nm:4, 517nm: 4.)	 Na (589nm , $)�
"�� Ca  (423nm,4,), Fe (537nm, .), Mg (553m,.), FeO? 
(568nm , 6) �
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�30*�3��%-&�'�5!: 86-95km�
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